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安全な空港舗装交通解放を目指して 

 

 

空港研究部 空港施設研究室 室長水上 純一 主任研究官坪川 将丈 

（キーワード） 空港アスファルト舗装，熱収支解析，有限要素法，オーバーレイ 

 

１．はじめに 

空港アスファルト舗装におけるオーバーレイ補

修工事は通常夜間に実施されるが，工事終了直後

の早朝に供用を開始することから，初期わだち掘

れの発生を防ぐためには，供用開始までに舗装温

度を十分に低下させる必要がある。このため，施

工計画の立案や材料の選定の段階において，施工

直後の舗装温度に十分配慮する必要がある。 

以上の背景から，アスファルト舗装の施工中の

舗装温度を時系列で解析する舗装温度解析プログ

ラムを開発した。また，実測結果と解析結果を比

較することで，本プログラムの適用性を検証した。 

 

２．舗装温度解析プログラムの概要 

今回開発した舗装温度解析プログラムの大きな

特徴は，複数層に分けてアスファルト混合物層を

施工する際の舗装温度について，時系列の解析を

行うことが可能なことである。温度解析では，舗

装内部の熱の流れを熱伝導方程式で，顕熱輸送量

をアスファルト混合物表面と大気との間の熱伝達

で，舗装表面への日射・舗装表面からの反射日射

の影響を等価外気温式でそれぞれ考慮し，有限要

素法により解析するものである。なお，地表面に

水分が無いと仮定し，潜熱は考慮していない。 

 

３．空港アスファルト舗装施工時温度の検証 

空港アスファルト舗装を対象として，施工開始

時刻が異なる二層（下層：7cmの新設基層，上層：

8cmの新設表層）のアスファルトオーバーレイ施

工時の舗装温度について検証した。 

施工中の舗装温度は，下層である新設基層の中

央，上層である新設表層の中央及び表面において

測定している。解析では，アスファルト混合物の

熱特性については，密粒度アスファルト混合物に

よる室内試験結果を使用し，熱伝達係数について

は施工時の風速から推測した。なお今回の解析で

は，夜間を想定した解析であることから，日射は

考慮していない。 

図－１に実測温度と解析温度を時系列で示す。

一層目である新設基層中央の温度は，敷き均し温

度である144℃から徐々に低下し，二層目である新

設表層の施工開始と同時に上昇しているが，解析

結果では，温度の推移が概ね再現されている。ま

た，一層目のみならず二層目の舗装温度について

も，実測温度と解析温度は概ね一致していること

がわかる。 

 

（図－１） 

 

４．おわりに 

今回開発したプログラムを用いることで，施工

終了後の目標交通開放温度を考慮した施工計画を

立案することが可能となる。なお，本プログラム

は空港コンクリート舗装の供用時の温度の解析に

も適用可能であることを確認している。 
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DGPSを活用した空港鋪装巡回等 

点検システムについて 
 

空港研究部 空港施工システム室 室長伊豆 太 第二係長藤 隼人 

（キーワード） DGPS、点検システム、舗装、MSAS  

 

１．はじめに 

滑走路、誘導路、エプロン等の空港舗装施設に

ついては、相当量がストックされてきているが、

その点検は空港事務所職員等が徒歩または車両に

より目視で行っている。しかしながら、施設面積

が広大であり、かつ夜間に実施するため異常箇所

の位置把握に時間がかかるほか点検記録簿の作成

に多大な労力を費やしている。このことから点検

の効率化、及び、航空輸送の安全性の確保を図る

ため、現在、空港鋪装巡回等点検システムの開発

を進めている。 

２．システムの概要  

所用の精度で、短時間のうちに点検位置を把握

可能とするため、ＭＳＡＳ（運輸多目的衛星用衛

星航法補強システム）が生成するＧＰＳの補正情

報を利用したＤＧＰＳ測位機及びノートパソコン

(頑健性、夜間画面視認性を考慮)等を使用して構

築しており、直轄空港における使用を前提に、で

きるだけ安価かつ利便性の高いシステムの構築を

目標としている。 

主要な機能は以下の通りである。 

① ＤＧＰＳを活用した異常箇所位置の把握・登

録機能 

② 舗装の異常形態に対する補修要否判定機能 

③ ＧＩＳを活用した複数画面の管理機能 

④ 点検記録簿の作成支援機能 

特に②の要否判定機能は、空港鋪装における主

要な損傷であるひび割れ、轍ぼれ、角欠け等をカ

バーしており、異常の形態および指標（規模：幅、

種類等）を入力すると、適切な対応措置が自動的

に画面表示されるもので、経験の浅い実務者でも、

適切な措置をすぐに把握でき、また判断の個人差

が小さくなることが期待されるため従来に比べて

点検の効率・客観性の向上が期待される。過去の

補修事例及び点検に精通した方の経験を基に構築

しており、例えばひび割れの場合、幅、形態に応

じて充填等適切な対応措置がアドバイスされる。 

 

図１ 位置情報取得概念図 

３．進捗状況 

 各直轄空港で測位精度を検証してきているが、

これまでのところ概ね1ｍ以内であり、点検に使用

するには十分な精度が確保されていることを確認

している。 

また、現地空港事務所において、システムの体

験操作を含めた説明会を実施し、意見聴取等を行

うとともに、点検以外の情報等を含めたより総合

的な舗装管理システムの方向性について検討を行

っているところである。 

４．おわりに 

効率的な空港鋪装施設の維持管理の実現をめざ

して、現場での運用における意見等を踏まえ、使

い易さの向上を含めたシステムの高度化、改良を

進めていくこととしている。 

 

http://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/kukou/seko

u/sekou.html（空港施工システム室) 
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